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まず 「通史/特 定の時代/現 代」と、その比
較の時代を明らかにする必要があるだろう。
今回は通史的な議論がされてきたが、歴史を































季黙 し チ_岸.。 チ
砂漢一乾燥一湿潤 乾燥一湿蕎一海現境変助 海進
フロンティアの森 謁和の森からフロンティアへ










































































































































































































ろで働 くことを知 らないか ら、 ミッションが
奴隷を解放すると称 して強制労働でアブラヤ









ターナルな トレー ドが始 まると森林の物産を
求あて森の中に入るようになる。その変化で
生活全体が狩猟採集民化 していくという過程











































































































バ ントゥの中にも牛を伴って、パス トラ リス
トになっているの もいる。農 と牧に依存 しな
が ら暮 らしている人 もいる。今 日のアフリカ
の話で抜けていた類型がそれなのだろう。そ
の類型が出てくると、アフ リカの乾燥地帯の































































































































































掛谷 む しろインボリューションと言 った方


























隣の村へ行 って しまう。散村と集村という違 ・
いがある。西アフリカの場合には集落の中心


























ゼネラ リス ト文化圏か、スペシャリス ト文化
圏かというちがいがあり、サハラ砂漠に近づ
くにっれてスペシャリス トが多 くなるように









がある。 しか し交易活動はゼラリス トの移動
ではない。サハ ラの交易者 は新 しいフロン
ティアを獲得するのではな く、既に人が住ん
でいる所をっなぐ側面が強い。それはかれら



























































































古川 ゼネラリス トという点では同 じだと思
うが、生活実態 としてみると、バ ントゥでは










































が ら、特に目的がな くて も何10kmも一挙に














































立本 オース トロネシアンはなぜ拡散 したの
かというレベルの話と、いまの話の レベルと










が出て くるが、バ ントゥは高次な組織を作 ら
ずに分かれていった。それを支えるのがバン























































































の人々が先に移 った人々を頼 って移 り住む。
一時は元の集団とのつなが りもあるが、徐々








































掛谷 私 もそう思 う。坪内さんや立本さんの
本を読んで、東南アジアとの違いを感 じるの

















































向か って、 「まとまり」のあるもの として考
え うる基盤は何かを探っていく方向に収敏す
る形で、今回の研究会のまとめとしたい。














































































とフルベ とは非常 に印象が違 う。 フルベは

































































援助 も、国の中の資源 も含めて、権力を持 っ
た人がよりた くさん取れるという競争社会が
出てきて、平準化と競争社会という非常に明













































































































































































































































































































シアをプロ トマ レー、こちら側をセン トラル
マレーと、全部マレー圏に して議論すること
もある。東南アジア海域世界と して も色々な
範囲がある。地域研究は網方の視点だけでな
く、物見の視点で比較 しなければならないと
いうのが、地域研究に対す る私の考えになっ
ている。
掛谷 この二 日間にわたる議論は非常に意義
があった。アフリカ地域研究を進めていく上
でも確かに物見のセンスのある人が必要だが、
非常に難 しい要求でもある。私 自身は網方に
むいていると思うが、21世紀を展望するとき
.に物見も確かに必要なのだと再確認 した。地
域研究では東南アジアとアフリカは手を携え
て、地域研究 とは何かということを考えてい
く上でも、先端部分であり続けねばな らない
だろう。
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